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はじめにはじめにはじめにはじめに 
このテクニカルノートは、AD7708と AD7718について
説明します。データシートは、シグマ・デルタ ADCの
更新レートを規定しています。更新レートは、一つのチ

ャネルが選択され、ADCが連続変換している時、変換
が実行されるレートです。使用する更新レートは、

ADCが使われるアプリケーションによります。デバイ
スのピーク to ピーク分解能は、更新レートが上がると
低減します。データ収集システムのようなマルチ・チャ

ネルのアプリケーションでは、複数のチャネルからの変

換結果が読み出されます。すなわち各チャネルが順番に

選択され、そのチャンネルについて変換が実行されます。

このようなアプリケーションでは、変換が実行されるレ

ートは１チャンネル・システムとは異なります。このテ

クニカルノートでは、AD7708/AD7718を使ったチャン
ネル切り替え手順について述べます。 

マルチチャンネル・システムマルチチャンネル・システムマルチチャンネル・システムマルチチャンネル・システム 
図 1に、データ収録システムに使用されている AD7708 
又は AD7718を示します。各入力チャンネルはセンサ
ーに接続されます。AD7708/AD7718 は PGA を内蔵し、
更新レートが設定可能なので、異なる振幅で異なる更新

レートの信号を変換するのに使用する事ができます。

AD7708と AD7718は、又チョッピングをイネーブルに
したり、ディスエーブルにして使用することができます。

チョッピングにより、低オフセット、低オフセット・ド

リフトになります。チョッピングをディスエーブルにす

ると、オフセット誤差とオフセット誤差ドリフトが多少

高くなりますが、より高い変換レートが得られます。 
  

 
 

                

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

図 1.AD7708/AD7718 を使用したデータ集録システム 
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チチチチョッピング・ディスエーブルョッピング・ディスエーブルョッピング・ディスエーブルョッピング・ディスエーブル    
１チャネルが選択された時、最初の変換結果は（24 * 
SF/ fs）時間後に出力可能になります。ここで fs=サン
プリング周波数= 32.768 kHzで、SFはデバイスに内蔵
のフィルタ・レジスタ（3 - 255）にロードされるワー
ドです。2番目の変換結果はその後さらに（8 * SF/ fs）
秒後に出力可能になります。変換結果が出力可能になる

ごとに、RDYがロー・レベルになります。   
 
これらの ADCは Sincフィルタを使用しますが、この
Sincフィルタはアンチョップド・モードでセトリング
時間が（24 * SF/ fs）です。各チャネルが選択される度
に、フィルタは最初のデジタル・ワードを計算するため

にこのセトリング時間がかかります。（2番目の変換の
ような）後続の変換は、（fs/（8 * SF））のレートで起
こります。別のチャネルが選択される度に、新しいチャ

ネルのアナログ入力はその前のチャネルのアナログ入力

とは異なるので、フィルタは安定しなければなりません。

チャンネルを切り替えた後、RDYは有効な変換結果が
出力可能になるまで、このハイ・レベルを維持します。 
 
チョッピング・イネーブルチョッピング・イネーブルチョッピング・イネーブルチョッピング・イネーブル    
チョッピングを行うと、変換レートは、与えられた SF 
ワードに対して低減します。チョッピングでは、アナロ

グ入力が ADC内部で繰り返し切り替わります。連続サ
ンプルは、そこで 2で平均化されます。このスイッチン
グと平均化により ADCのオフセット誤差が取り除かれ
ます。1つのチャネルから別のチャンネルに切り替わる
時、選択したチャンネルのアナログ入力電圧に対応する

デジタル・ワードを計算するために、Sincフィルタが
必要とするセットリング時間はチョッピング・イネーブ

ル時に（48 * SF/ fs）です。アンチョップ・モードの時
RDYは有効な変換結果が出力可能になるまで、ハイ・
レベルを維持するので、DSP/マイクロコントローラは
チャンネルを切り替えた後、有効変換結果を見つけるた

めに RDYパルスを数える必要ありません。RDYがロ
ー・レベルになるまで DSP/マイクロコントローラは
ADCとはコミュニケーションしないで、RDY信号を
DSP/マイクロコントローラに対するインターラプトと
して使用することができます。このチャンネルの後続の

変換は（24 * SF/ fs）のレートで起こります。 

ZeroZeroZeroZero----LatencyLatencyLatencyLatency 
AD7708又は AD7718の場合、チャネルが選択された時、
最初の変換結果の計算にはより長い時間を必要とします。

そのチャンネルの後続の変換はより高いレートで行われ

ます。Zero-latency ADCの場合（他メーカーから入手
可能）、すべての変換と変換の間に十分なフィルタのセ

トリング時間が必要です。したがって、Zero-latencyの
場合、ADCの変換レートを低減することが課題です。
アナログ・デバイセズの ADCは与えられた精度で最高
の速度で動作するよう設計されています。 
  
 図 2(i) はアンチョップ・モードでチャネルを切り替え
た時の AD7708/AD7718の動作を示します。1チャネル
を使用すれば、変換結果は高いレート（破線で示す）で

得られます。アナログ入力チャンネルが切り換えられる

と、ADCは変換を実行するのにより長い時間を必要と
します。（アンチョップ・モードで３倍の長さ）図 2(ii)
に、zero-latency システムの場合も示します。このよう
なシステムで、デジタルフィルタは常に十分なセトリン

グ時間を必要とします。このためかなり遅い更新レート

の ADCになります。  
 
AD7708 と AD7708には又単一変換モードもあり、デバ
イスは変換を実行した後アイドル・モードになります。

アイドル・モードでは ADCのモジュレータとフィルタ
はリセット状態に保たれます。ユーザーはモード・レジ

スタの MD2, MD1 と MD0に書き込むことにより変換を
開始することができます。これらのビットを適切にセッ

トすると、モジュレータとフィルタはリセットからリリ

ースされ、変換が始まります。フィルタは安定しなけれ

ばならないので、変換は（(24*SF/fs)時間後に完了しま
す。ADCはこの有効な変換結果をデータ・レジスタに
ロードし、RDYをロー・レベルにして、アイドル・モ
ードに戻ります。この単一変換モードでは

AD7708/AD7718は zero-latency ADCとして動作し、各
変換を実行するのにセトリング時間が必要となります。 
 
有効な変換結果が出力可能になる時のみ、RDYがロ
ー・レベルになります。それゆえ DSP/マイクロコント
ローラから見ると、変換の全モードは単一変換サイクル

を使っているように見えますが、実際にはこの中にチャ

ンネルを切り替えた後（又は単一変換モードで）有効デ

ジタル・ワードを発生するのに必要な追加の変換サイク

ルがありますが、マイクロプロセッサからは見えません。 
マイクロプロセッサとって RDYがハイ・レベルになっ
ている時間の長さは問題ありません。マイクロプロセッ

サは RDYがロー・レベルになるごとに ADCからの有
効なワードを読み取る事がわかっています。 
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図 2.ADC の変換時間 

 

    

    

まとめまとめまとめまとめ 
AD7708と AD7718の更新レートは切り替え速度とは異
なります。チャンネル間で切り替わる時 ADCはセトリ
ング時間が必要なので、変換が行われるレートは単一チ

ャンネルの変換に比べて低下します。しかし RDY出力
は有効な変換結果が出力可能になった時のみロー・レベ

ルになります。それ故、チャンネルを切り替えた時、

RDYは有効なデジタル・ワードが出力可能になるまで
ハイ・レベルを維持します。

 
  
 
 
Zero Latencyの場合、チャンネル変更が起こるかどうか
に関係なく、変換時間は一定になります。しかし、Zero 
Latency は更新レートを低減します。アナログ・デバイ
セズの ADCは最適な更新レートが得られるとともに
RDYピンを使用することで有効な変換結果だけを出力
させることができるように設計されています。  
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